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「ＪＲ連合ビジョン」と
  政策提言の実践を通じて
   ＪＲ産業の持続的成長と
組合員の幸せを実現しよう！

JR連合

JR連合

　

国
土
交
通
省
は
８
月
26
日
、

２
０
２
２
年
度
予
算
概
算
要
求

及
び
税
制
改
正
要
望
を
と
り
ま

と
め
、
財
務
省
に
提
出
す
る
内

容
を
発
表
し
た
。

　

国
交
省
と
し
て
の
予
算
概
算

要
求
は
前
年
度
予
算
比
18
％
増

の
６
兆
９
３
４
９
億
円
の
規
模

と
な
り
、
こ
の
う
ち
鉄
道
局
関

係
予
算
の
要
求
は
前
年
度
予
算

比
20
％
増
の
１
２
８
９
億
円
と

な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
Ｊ
Ｒ
連
合

が
要
望
し
て
き
た
「
防
災
・
減

災
対
策
の
強
化
」
や
「
老
朽
化

し
た
鉄
道
設
備
の
維
持
更
新
へ

　

冒
頭
、
幹
事
会
を
代
表
し
て

八
木
大
星
代
表
幹
事
（
Ｊ
Ｒ
西

　

Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
労
組
連
絡
会
は
８
月
27
日
、
京
都
市
に
て
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
状
況
を
踏
ま
え
、
分
科

会
別
討
議
中
止
お
よ
び
リ
モ
ー
ト
出
席
併
用
と
し
、
感
染
防
止
対

策
を
徹
底
し
た
う
え
で
第
29
回
総
会
を
開
催
し
た
。

　

総
会
で
は
、
「
加
盟
単
組
・
労
使
が
一
丸
と
な
っ
て
こ
の
難
局

を
乗
り
越
え
、
安
全
・
安
心
で
将
来
に
希
望
が
持
て
る
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー

プ
を
創
造
し
よ
う
」
を
メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
積
極
的
な
議
論
を

展
開
し
、
コ
ロ
ナ
下
に
お
い
て
現
場
で
働
く
組
合
員
の
生
活
向
上

に
向
け
、向
こ
う
１
年
間
の
活
動
方
針
を
決
定
し
た
。

日
本
連
合
・
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
労
組

執
行
委
員
長
）
が
挨
拶
に
立
ち
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
に
端
を
発
し
た

こ
の
間
の
取
り
組
み
を
振

り
返
る
と
と
も
に
、
安
全

の
確
立
や
２
０
２
２
春
季

生
活
闘
争
に
関
し
て
所
信

を
述
べ
た
。
そ
し
て
、
コ

政
策
政
治
活
動
等
の
さ
ら
な
る

展
開
を
切
望
す
る
発
言
が
あ
っ

た
。
ま
た
、
本
年
６
月
に
加
盟

し
た
交
運
共
済
労
組
か
ら
も
、

こ
く
み
ん
共
済
ｃ
ｏ
ｏ
ｐ
へ
の

契
約
移
転
に
伴
う
協
力
依
頼
と

雇
用
不
安
に
対
す
る
発
言
が
あ
っ

た
。
事
務
局
の
答
弁
後
、
全
議

案
が
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
た
。

　

幹
事
会
に
つ
い
て
は
、
中
村

真
光
幹
事
（
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
西
日

本
メ
ン
テ
ッ
ク
労
組
）
、
宇
治

橋
慶
也
幹
事
（
Ｊ
Ｒ
四
国
ホ
テ

ル
ズ
ユ
ニ
オ
ン
）
、
淵
上
潤
幹

事
（
Ｊ
Ｒ
九
州
サ
ー
ビ
ス
サ
ポ
ー

ト
労
組
）
の
３
人
が
退
任
し
、

新
た
に
奥
村
敬
弥
氏
（
東
海
交

通
事
業
労
組
執
行
委
員
長
）
を

代
表
幹
事
を
中
心
と
す
る
新
役

員
を
選
出
し
、
新
体
制
を
構
築

し
た
。

　

最
後
に
、
奥
村
代
表
幹
事
の

団
結
が
ん
ば
ろ
う
に
よ
り
Ｊ
Ｒ

グ
ル
ー
プ
労
組
連
絡
会
の
横
の

繫
が
り
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、

こ
の
難
局
を
加
盟
92
単
組
・
３
万

人
の
仲
間
が
一
丸
と
な
っ
て
克
服

し
て
い
く
決
意
を
固
め
合
っ
た
。

《
新
役
員
》

代
表
幹
事　

奥
村　

敬
弥　

新

（
東
海
交
通
事
業
労
組
）

事
務
局
長　

鎗
光　

俊
勝　

新

（
Ｊ
Ｒ
連
合
）

幹　
　

事　

火
野
宮　

敦　

再

（
関
西
新
幹
線
サ
ー
ビ
ッ
ク
労
組
）

同　
　
　
　

海
野　

真
樹　

新

（
東
海
キ
ヨ
ス
ク
労
組
）

同　
　
　
　

加
藤　
　

巧　

再

（
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
海
ホ
テ
ル
ズ
労
組
）

同　
　
　
　

田
中　

栄
次　

再

（
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
西
日
本
伊
勢
丹
労
組
）

同　
　
　
　

宗
田　

佑
輔　

再

（
Ｊ
Ｒ
西
日
本
テ
ク
ノ
ス
労
組
）

同　
　
　
　

山
内　

雄
三　

再

（
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
西
日
本
ホ
テ
ル
開
発
労
組
）

同　
　
　
　

西
浦　

修
司　

再

（
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
西
日
本
総
合
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
労
組
）

同　
　
　
　

八
木　

大
星　

新

（
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
労
組
）

同　
　
　
　

岩
田　
　

久　

新

（
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
西
日
本
メ
ン
テ
ッ
ク
労
組
）

同　
　
　
　

三
宅　

大
介　

新

（
Ｊ
Ｒ
四
国
ホ
テ
ル
ズ
ユ
ニ
オ
ン
）

同　
　
　
　

村
中　

隆
一　

新

（
Ｊ
Ｒ
九
州
シ
ス
テ
ム
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
労
組
）

同　
　
　
　

山
田　

晴
信　

再

（
南
関
東
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
労
組
）
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三
浦
寛
顕
事
務
長
（
Ｊ
Ｒ
東
海

ユ
ニ
オ
ン
）
を
は
じ
め
と
す
る

新
体
制
を
確
立
し
た
。

　

最
後
に
総
会
ア
ピ
ー
ル
を
採

択
し
、
沖
畠
新
議
長
の
掛
け
声

の
も
と
団
結
が
ん
ば
ろ
う
で
総

会
を
締
め
く
く
っ
た
。

《
新
役
員
》

議　
　

長　

沖
畠　

裕
章　

新

（
Ｊ
Ｒ
西
労
組
）

事
務
長　

三
浦　

寛
顕　

新

（
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン
）

幹　
　

事　

三
星　

輝
之　

再

（
Ｊ
Ｒ
北
労
組
）

同　
　
　
　

斉
藤　

道
子　

新

（
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン
）

同　
　
　
　

大
路　

弘
美　

再

（
Ｊ
Ｒ
西
労
組
） 

同　
　
　
　

矢
野　

宏
樹　

新

（
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
）

同　
　
　
　

稲
葉　
　

稜　

新

（
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
）

同　
　
　
　

鈴
木　

教
仁　

再

（
貨
物
鉄
産
労
）

「新しい当たり前を創る」という意気込みで取り組んだ２年
間を振り返る鶴石議長

ロ
ナ
禍
で
労
働
組
合
の
存
在
が

再
認
識
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、

「
加
盟
全
単
組
が
『
Ｊ
Ｒ
連
合

ビ
ジ
ョ
ン
』
を
実
践
し
、
不
安

を
抱
え
る
組
合
員
に
寄
り
添
い
、

こ
れ
ま
で
築
き
上
げ
て
き
た
健

全
な
労
使
関
係
を
基
礎
に
一
丸

と
な
っ
て
、
こ
の
難
局
を
乗
り

越
え
よ
う
」
と
訴
え
た
。
ま
た
、

Ｊ
Ｒ
連
合
か
ら
荻
山
市
朗
会
長

が
連
帯
と
激
励
の
挨
拶
を
行
っ
た
。

　

議
事
で
は
、
幹
事
会
よ
り
２

０
２
０
年
度
活
動
報
告
と
２
０

２
１
年
度
活
動
方
針
案
を
提
起
。

質
疑
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
甚
大

な
影
響
を
受
け
た
物
販
、
ホ
テ

ル
、
一
般
（
旅
行
）
、
陸
運
の

分
科
会
よ
り
現
下
の
経
営
状
況

や
労
使
の
取
り
組
み
、
現
場
で

働
く
組
合
員
の
悲
痛
な
思
い
、

公
的
支
援
制
度
継
続
を
求
め
る

あ
っ
た
。
各
幹
事
か
ら
の
答
弁

を
経
て
、
島
口
明
典
事
務
長

（
Ｊ
Ｒ
連
合
特
別
執
行
委
員
・

Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン
）
が
総
括

答
弁
の
後
、
す
べ
て
の
議
案
を

満
場
一
致
で
決
定
し
た
。

　

役
員
改
選
で
は
、
Ｊ
Ｒ
連
合

青
年
・
女
性
委
員
会
を
２
年
間

に
亘
り
牽
引
し
て
き
た
鶴
石
議

長
の
ほ
か
、
島
口
事
務
長
、
菊

池
春
香
幹
事
（
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ

オ
ン
）
、
池
原
匡
哉
幹
事
（
Ｊ

Ｒ
四
国
労
組
）
、
杉
本
涼
幹
事

（
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
）
が
退
任
し
、

沖
畠
裕
章
議
長
（
Ｊ
Ｒ
西
労
組
）、

各
組
合
員
の
理
解
と
協
力
に
謝

意
を
表
し
た
。
さ
ら
に
、
安
全
確

立
、
政
治
、
青
年
・
女
性
委
員
会

活
動
に
つ
い
て
所
信
を
述
べ
た
。

　

幹
事
会
か
ら
経
過
報
告
の

後
、
青
年
・
女
性
委
員
会
の

行
動
指
針
で
あ
る｢A

ction 
C
oncept 2nd｣

に
も
と
づ

く
活
動
方
針
と
し
て
、
２
０
２

１
年
度
の
具
体
的
な
取
り
組
み

な
ど
を
提
起
し
、
８
人
の
総
会

委
員
・
特
別
委
員
か
ら
、
安
全
・

組
織
・
政
策
や
ユ
ー
ス
ラ
リ
ー

な
ど
、
提
起
し
た
方
針
を
補
強

す
る
熱
意
の
こ
も
っ
た
発
言
が

お
い
て
、
第
30
回
定
期
総
会
を

開
催
し
た
。
総
会
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
を

徹
底
し
た
う
え
で
リ
モ
ー
ト

出
席
を
併
用
し
、
全
国
か
ら

約
90
人
の
仲
間
た
ち
が
参
集

し
た
。「
心
ひ
と
つ
に
〜
仲
間

と
と
も
に
明
る
い
未
来
へ
〜
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
向
こ

う
１
年
間
の
活
動
方
針
を
決
定

し
た
。
Ｊ
Ｒ
連
合
か
ら
は
荻
山

会
長
、
宮
野
勇
馬
企
画
部
長
、

ま
た
、
青
年
・
女
性
委
員
会
の

前
担
当
で
あ
っ
た
開
催
地
Ｊ
Ｒ

四
国
労
組
の
中
村
鉄
平
書
記
長

が
出
席
し
た
。

　

冒
頭
、
鶴
石
貢
議
長
（
Ｊ
Ｒ

連
合
特
別
執
行
委
員
・
Ｊ
Ｒ
西

労
組
青
年
・
女
性
委
員
会
議

長
）
は
挨
拶
に
立
ち
、
「
新

し
い
当
た
り
前
を
創
る
」
と
い

う
意
気
込
み
で
取
り
組
み
を
行
っ

て
き
た
、
と
２
年
間
を
総
括
し
、

こ
の
間
の
取
り
組
み
の
成
果
と

課
題
を
述
べ
つ
つ
、
各
組
織
・

　
Ｊ
Ｒ
連
合
青
年
・
女
性
委
員

会
は
９
月
４
日
、
高
松
市
内
に

属
議
員
を
は
じ
め
と
す
る
関
係

議
員
と
の
連
携
を
密
に
し
つ
つ
、

Ｊ
Ｒ
産
業
が
こ
の
難
局
を
乗
り

越
え
持
続
的
成
長
と
社
会
的
使

命
を
両
立
で
き
る
よ
う
取
り
組

み
を
強
化
し
て
い
く
。

う
、
そ
の
動
向
に
注
視
す
る
必

要
が
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
今
秋

に
予
定
さ
れ
て
い
る
衆
議
院
議

員
選
挙
も
予
算
編
成
に
影
響
す

る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
、
Ｊ

Ｒ
連
合
国
会
議
員
懇
談
会
の
所

長
な
ど
、
Ｊ
Ｒ
連
合
が
求
め
て

き
た
内
容
と
と
も
に
、
ポ
ス
ト

コ
ロ
ナ
を
見
据
え
省
人
化
・
省

力
化
に
資
す
る
設
備
投
資
を
支

援
す
る
「
鉄
道
事
業
の
構
造
改

革
の
た
め
の
特
例
措
置
」
の
創

設
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

　

今
回
発
表
さ
れ
た
予
算
概
算

要
求
・
税
制
改
正
要
望
に
、
私

た
ち
Ｊ
Ｒ
連
合
の
要
望
が
反
映

さ
れ
た
こ
と
は
、
加
盟
各
単
組

及
び
Ｊ
Ｒ
連
合
の
活
動
の
成
果

で
あ
り
、
こ
の
間
の
組
合
員
の

皆
さ
ま
の
取
り
組
み
に
御
礼
を

申
し
上
げ
る
。

　

今
後
、
年
末
に
か
け
て
各
省

庁
や
与
野
党
に
お
け
る
折
衝
や

議
論
が
行
わ
れ
、
最
終
案
が
来

年
の
国
会
で
審
議
さ
れ
る
が
、

地
域
や
事
業
者
（
Ｊ
Ｒ
）
の
経

営
の
実
情
を
踏
ま
え
た
実
効
的

か
つ
効
果
的
な
施
策
と
な
る
よ

の
対
応
」
が
大
幅
な
増
額
要
求

と
し
て
盛
り
込
ま
れ
た
ほ
か
、

Ｊ
Ｒ
北
海
道
・
Ｊ
Ｒ
四
国
・
Ｊ

Ｒ
貨
物
の
経
営
支
援
に
つ
い
て

も
必
要
な
支
援
の
実
施
が
要
求

さ
れ
た
。

　

一
方
、
税
制
改
正
要
望
で
は
、

２
０
２
１
年
度
末
で
期
限
切
れ

と
な
る
「
Ｊ
Ｒ
北
海
道
、
Ｊ
Ｒ

四
国
及
び
Ｊ
Ｒ
貨
物
に
係
る
特

例
措
置
（
二
島
特
例
・
承
継
特

例
）
」
「
Ｊ
Ｒ
貨
物
が
取
得
し

た
新
規
製
造
車
両
に
係
る
特
例

措
置
の
延
長
」
「
鉄
道
の
耐
震

対
策
に
係
る
特
別
措
置
」
の
延

奥村代表幹事の団結がん
ばろうＪＲ北海道・ＪＲ四国・ＪＲ貨物の支援策も盛り込まれた

「健全な労使関係を基礎にこの難局を乗り越えよう」と呼び掛け
る八木代表幹事

沖畠議長三浦事務長

ＪＲグループ労組連絡会第29回総会
安全・安心で

将来に希望が持てる
ＪＲグループを

ＪＲグループ労組連絡会第29回総会
安全・安心で

将来に希望が持てる
ＪＲグループを

バス関係労働者は、10月支給分賃金で
各単組・組合員の皆さんの
ご協力をお願いします

第28回賃金実態調査を
実施しています

青
年
・
女
性
委
員
会
第
30
回
定
期
総
会

明
る
く
　
楽
し
く
　
元
気
よ
く

未
来
を
担
う
若
き
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
自
覚
と
気
概
を

青
年
・
女
性
委
員
会
第
30
回
定
期
総
会

明
る
く
　
楽
し
く
　
元
気
よ
く

未
来
を
担
う
若
き
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
自
覚
と
気
概
を

２
０
２
２
年
度
予
算
概
算
要
求
・
税
制
改
正
要
望

私
た
ち
の
要
望
が
反
映

二
島
特
例
の
延
長
等
が
盛
り
込
ま
れ
る
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Ｊ
Ｒ
東
海
グ
ル
ー
プ
労
働
組

合
連
合
会
（
Ｊ
Ｒ
東
海
連
合
）

は
９
月
13
日
、
名
古
屋
市
に
お

い
て
第
38
回
定
期
大
会
を
開
催

し
、
「
安
全
最
優
先
の
行
動
と

　ＪＲ各単組では、労働条件や労使間のルール等を定める労働協約の改訂を行
う団体交渉を展開しており、7月の各単組定期大会以降、コロナ禍における働
き方をはじめ、組合員から出された意見に基づく各種労働条件の改善を求める
申し入れを行った。
　その後、９月にかけて団体交渉を積み上げ、９月24日時点で以下の４単組が
交渉を終了し、社会変容への対応や育児・介護への支援に関する制度の改善と
いった成果を引き出した。
　その他の単組についても、労働条件の引上げ、労働環境の改善に向けて、鋭
意会社と協議を進めている。

・医療職社員を対象として医療業務に
　従事する場合に限り二重就労可能
・再就職支援採用試験の受験機会の確
　保（口頭確認）
・年末調整の申請や給与明細のWEB
　化
・団体交渉時の間接部門フレックスタ
　イム制適用社員に対する勤務取扱い
　見直しの検討（口頭表明）
・育児介護休業法改正を踏まえた育児
　しながら働き続けることのできる制
　度環境の検討（口頭表明）
・地上職の待遇改善について、意欲を
　持って働ける環境づくりの検討（口
　頭確認）
・社員の「変化対応力向上」を目的に
　知識や経験を自らが主体的に習得で
　きるような柔軟な制度のあり方の検
　討（口頭表明）

【ＪＲ四国労組】
・採用時サポート休暇の新設
・育児短時間勤務の適用条件拡大
・保存休暇累積限度日数の拡大
・り災休暇適用範囲の拡大
・空調服貸与箇所の拡大
・組合員の健康増進に係る福利厚生制
　度の新設
・準組合員（パートナー社員）の基本
　賃金上積み
・準組合員の育児・介護休職取得要件
　緩和

【ＪＲ九州労組】
・年休の使用単位の見直し
・嘱託再雇用社員の積立保存休暇及び
　保存休暇の使用事由の拡大
・資格取得のための休職（キャリアアッ
　プ休職）の一時的な導入
・団体定期保険及び団体医療保障保険
　の対象者の拡大
・寮の居住期間の拡大

組
織
強
化
、
さ
ら
な
る
連
帯
活

動
の
充
実
を
図
り
、
Ｊ
Ｒ
東
海

連
合
に
結
集
す
る
労
働
者
が

Ｏ
Ｎ
Ｅ
チ
ー
ム
で
、
こ
の
難
局

を
乗
り
越
え
、
組
合
員
と
家
族

Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン
中
央
執
行

委
員
長
）
は
、
①
安
全
の
確
立
、

②
組
織
の
充
実
・
強
化
、
③
グ

ル
ー
プ
全
体
の
労
働
条
件
の
向

上
に
つ
い
て
所
信
を
述
べ
る
と

と
も
に
、
「
コ
ロ
ナ
禍
の
長
期

化
に
よ
り
、
Ｊ
Ｒ
産
業
を
取
り

巻
く
経
営
環
境
は
危
機
的
状
況

が
続
い
て
い
る
。
Ｊ
Ｒ
東
海
連

合
は
、
様
々
な
職
種
・
業
態
で

働
く
仲
間
の
連
合
体
と
し
て
、

さ
ら
に
一
体
感
の
あ
る
組
織
を

め
ざ
し
、
『
Ｏ
Ｎ
Ｅ
チ
ー
ム
』

と
な
っ
て
運
動
を
積
み
上
げ
、

こ
の
難
局
を
乗
り
越
え
て
い
く
」

と
の
決
意
を
示
し
た
。

　

ま
た
、
大
会
に
は
、
Ｊ
Ｒ
東

海
の
中
村
明
彦
常
務
執
行
役
員

が
来
賓
と
し
て
出
席
、
Ｊ
Ｒ
連

合
か
ら
は
荻
山
会
長
、
政
所
大

祐
事
務
局
長
、
鎗
光
俊
勝
労
働

政
策
部
長
が
出
席
し
た
。

　

議
事
で
は
、
執
行
部
か
ら
提

起
さ
れ
た
議
案
に
対
し
て
加
盟

各
単
組
24
人
の
代
議
員
か
ら
方

針
を
補
強
す
べ
く
、
現
下
の
厳

し
い
経
営
状
況
や
コ
ロ
ナ
禍
に

お
け
る
労
使
の
取
り
組
み
、
総
　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
９
月
９
日
、
サ
ー

ビ
ス
連
合
・
航
空
連
合
と
と
も

に
３
産
別
の
合
同
会
議
を
開
催

し
た
。
各
会
長
・
事
務
局
長
が

集
い
、
６
月
に
展
開
し
た
３
産

別
共
同
で
の
要
請
行
動
等
を
振

り
返
り
、
そ
の
効
果
や
取
り
組

み
の
意
義
を
総
括
す
る
と
と
も

に
、
現
況
に
関
す
る
情
報
を
持

ち
寄
っ
た
。
そ
し
て
、
喫
緊
の

課
題
と
対
応
の
確
認
を
行
う
の

み
な
ら
ず
、
中
長
期
的
な
視
点

か
ら
求
め
ら
れ
る
事
項
も
併
せ

て
、
課
題
の
抽
出
と
具
体
的
な

対
応
方
の
検
討
を
行
っ
た
。

　

交
通
運
輸
・
観
光
サ
ー
ビ
ス

産
業
の
中
で
も
、
と
り
わ
け
広

域
の
移
動
を
担
う
鉄
道
・
航
空

や
観
光
・
宿
泊
・
飲
食
等
の
産

業
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
「
外
出
」

「
移
動
」
の
抑
制
が
続
く
中
、

最
も
甚
大
か
つ
深
刻
な
影
響
を

受
け
て
い
る
。
変
異
株
に
よ
る

爆
発
的
感
染
拡
大
（
第
５
波
）

と
医
療
体
制
の
逼
迫
に
よ
り
予

断
を
許
さ
ぬ
状
況
が
続
き
、
私

た
ち
の
産
業
の
ダ
メ
ー
ジ
は
累

積
し
限
界
が
近
づ
い
て
い
る
。

一
方
で
、
国
民
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
が
進
展
し
一
定
の
効
果
が
あ

る
こ
と
も
確
認
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

　

今
後
は
、「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
」

社
会
の
継
続
を
念
頭
に
お
い
て
、

雇
用
と
生
活
を
守
る
こ
と
を
最

優
先
と
し
つ
つ
も
、
「
感
染
拡

大
防
止
」
と
「
経
済
活
動
の
回

復
・
活
性
化
」
の
両
立
、
「
需

要
と
人
流
の
回
復
」
に
向
け
た

政
策
の
展
開
が
必
要
で
あ
り
、

交
運
労
協
や
連
合
と
の
連
携
も

含
め
、
時
宜
を
得
た
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
く
こ
と
を
確
認
し

た
。

家族の幸せを大きくサポート

交通災害共済/生命共済/入院共済

共済でひろがる、
安心できる毎日。

しっかりと医療を保障する

生命共済/入院共済/総合医療共済

気になる費用。
気にせず治療。

契約引受団体：明治安田生命保険相互会社

契約引受団体：明治安田生命保険相互会社

交運共済 ニュース

交運共済 ニュース

家族の幸せを災害から守る

火災共済/地震風水害共済/交通災害共済/入院共済

自然は強い。
共済も強い。

契約引受団体：明治安田生命保険相互会社

交運共済 ニュース

家族の幸せを災害から守る

火災共済/地震風水害共済/
交通災害共済/入院共済

災害は避けられない。
安心はふやせる。

契約引受団体：明治安田生命保険相互会社

交運共済 ニュース みんなで暮らしをガード

みんなで暮らしをガードみんなで暮らしをガード

みんなで暮らしをガード

　ジェイアールサービスネット金沢労働組
合は、2000年に結成されました。
　会社は、ＪＲ西日本金沢支社エリア駅構
内の店舗事業を展開しており、主に「セブ
ン－イレブン」と「おみやげ処」を運営し
ています。全従業員は、北陸の旅をより楽
しんでいただく想いで頑張っています。
　昨年から続く、新型コロナウイルス感染
症拡大の影響を受け、不要不急の外出自
粛、企業においても在宅勤務やオンライン
会議が増加し、お客様が減少しています。
売上は大幅に減少し、会社発足以来の厳し
い状況に置かれています。依然として、新
型コロナウイルス感染症拡大の収束は見え
ず、先行きは不安ですが、こんな状況だか
らこそ、全従業員は一人ひとりが今出来る
事を考え、少しずつ着実に行っています。
　金沢駅にある「おみやげ処金沢」では、
北陸のお土産を取り揃えていますので、新
型コロナウイルス感染症拡大が収束した際
には、ぜひ北陸に遊びに来てください。
　組合員とその家族が幸せな生活を送れる

よう、労使がしっかりと協力し合い、会社
の将来にわたる発展をめざし、この難局を
乗り越えていきます。今後もジェイアール
サービスネット金沢労働組合をよろしくお
願いします。

ジェイアールサービスネット金沢労働組合

～全国の仲間を
　 応援しよう～

ＪＲ連合
ふれあいキャンペーン

グループ労組めぐり

３
産
別
合
同
会
議

「
雇
用
と
生
活
の
維
持
」「
需
要

回
復
」
に
向
け
た
政
策
の
展
開
へ

対
話
行
動
・
教
育
活
動
等
の
組

合
活
動
を
模
索
す
る
意
見
、
ウ
ィ

ズ
コ
ロ
ナ
に
お
け
る
課
題
認
識
、

公
的
支
援
制
度
を
求
め
る
政
策

政
治
活
動
の
さ
ら
な
る
展
開
、

２
０
２
２
春
季
生
活
闘
争
に
向

け
た
支
援
や
連
携
を
求
め
る
発

言
が
あ
っ
た
。
執
行
部
か
ら
の

答
弁
、
鎌
田
隆
司
事
務
局
長

（
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン
中
央
執

行
副
委
員
長
）
の
総
括
答
弁
を

経
て
、
す
べ
て
の
議
案
が
満
場

一
致
で
承
認
さ
れ
、
最
後
に
尾

内
会
長
の
団
結
が
ん
ば
ろ
う
で

締
め
く
く
ら
れ
た
。

の
幸
せ
を
実

現
し
よ
う
」

を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
掲
げ
、難

局
を
乗
り
越

え
、
展
望
を

切
り
拓
く
た

め
の
意
思
統

一
を
図
っ
た
。

　

冒
頭
、
挨

拶
に
立
っ
た

尾
内
裕
昭
会

長
（
Ｊ
Ｒ
連

合
副
会
長
・

金沢駅内に出店する「おみやげ処金沢」

「ＯＮＥチーム」で運動を積み上げ、難局を乗り越えて
いくと決意を述べる尾内会長

労働協約【労働条件等】改訂内容（概要）
社会変容への対応など

成果引き出す

Ｊ
Ｒ
東
海
連
合
第
38
回
定
期
大
会

さ
ら
に
一
体
感
の
あ
る

組
織
を
め
ざ
す

Ｊ Ｒ 連 合
サービス連合
航 空 連 合

【ＪＲ東海ユニオン】
・フレックスタイム制の変更
・短日数勤務制度の拡充
・専任社員の育児休暇及び介護休職要
　件の変更
・感染症り病の場合の取扱いの変更
・在宅勤務要件の追加（試行）
・社員証・職務乗車証等の一体化及び
　購入権のスマートＥＸ化
・接客制服の統一
・妊産婦用制服の支給要件緩和
・障害特別保償の支給対象拡大

【ＪＲ西労組】
・保存休暇の付与条件の時限的拡大
・同居家族が陽性判定を受け自宅療養
　を行う際、社員の宿泊費用を会社が
　負担
・扶養親族が新型コロナワクチン接種
　業務に従事する場合の給与収入は扶
　養手当を算定する際の所得から除外
・妊娠・出産の申し出があった社員等
　に対して、育児休業等の制度を周知
　し休業取得についての意思確認を実
　施
・雇用期間１年未満の契約社員も育児
　介護休職の取得可能
・契約社員に対する勤続25年をねぎら
　う機会の確保（口頭確認）


